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水熱交換器ユニット １．製品構成  

 

（１）水熱交換器ユニットと室外ユニットの組合せ 

●水熱交換器ユニットは室外ユニットと１：１の接続になります。 

 

 

 

 

 

（２）工事要領図 

●室外ユニット・水熱交換器ユニット、リモコン・電源配線・操作線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※室外ユニット排気ドレン管と、水熱交換器ユニットのドレン管は共有しないでください。 

排気ガスが水熱交換器ユニット内に流入し、腐食などの原因になります。 

 

室外ユニット 水熱交換器ユニット 
８５０形×１台 Ｓ－Ｇ７１０ＷＨＴ１ 
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水熱交換器ユニット ２．システムの特長  
（１）システム主仕様 

室外ユニット 
Ｕ－ＧＨ８５０Ｔ２Ｄ 
Ｕ－ＧＺ８５０Ｔ２Ｄ 

水熱交換器ユニット 
Ｓ－Ｇ７１０ＷＨＴ１ 
冷却能力：７１ｋＷ 
加熱能力：８０ｋＷ 

機

能 

メンテインターバル １０,０００時間 

最低保有水量 ４１０リットル 

ローテーション運転 別売りコントローラーによりローテーション運転可能 

※マルチとの混在はできません。 

 

（２）最低必要機外保有水量 

台数制御運転を行わない場合には、４１０Ｌ×台数の最低機外保有水量が必要です。 

チラーコントローラーで台数制御を行う場合は、台数制御系統ごとに下表の最低機外保有水量で運転

可能です。 

接 続 台 数 （台） 2～5 6～10 11～15 

最低必要機外保有水量 （Ｌ） 410 820 1,230 

◆注意事項 

①上表の保有水量とした場合は、台数制御を解除しての個別運転は行えません。 

②最低必要機外保有水量は、機器を保護するために必要な最低水量です。 

冷温水温度の変動を少なくするためには、できるだけ多くの保有水量を確保してください。 

 

（３）制御機器として複数台監視可能なリモコンをラインアップ。 

リモコン形式 特長 

ＣＺ－１０ＲＴＧＸＡ 

●５台まで接続可能 
●運転・停止、警報出力 
●温度設定 
●タイマー機能による運転/停止 

ＣＺ－１０ＲＴ１５Ｇ 

●１５台まで接続可能 
●運転・停止、警報出力/温度設定、タイマー機能 
●ローテーション運転（各室外ユニットの運転時間均一化） 
●台数制御（負荷に合わせた台数制御） 
●入力３個（冷却入力、加熱入力、運転入力 
●出力２個（運転出力、警報出力） 

 

（４）自動アドレスはできません。 
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水熱交換器ユニット ２．システムの特長  

 

（５）水熱交換器ユニット接続制限 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 記号 内容 実長（ｍ） 

許容配管長 Ｌ１ 最大許容配管長 ≦170（相当長 200） 

許容高低差 Ｈ１ 
室外ユニットが上の場合 ≦50 

室外ユニットが下の場合 ≦35※ 

※外気温度が１０℃以下で冷却運転する場合は３０ｍ 
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水熱交換器ユニット ３．外観図  
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水熱交換器ユニット ４．仕 様

（１）仕様値表 

①水熱交換器ユニット

形 名 水熱交換器ユニット 

品 番 Ｓ－Ｇ７１０ＷＨＴ１  

外
形
寸
法

高さ mm １，０００ 

幅 mm ３９５ 

奥行き mm ９６５ 

製品質量 kg １５０ 

パネル色（マンセル記号） シルキーシェード（１Ｙ ８．５／０．５）

電源 単相２００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

電

気

特

性

冷却 
運転電流 A ０.０５／０．０３５ 

消費電力 W ９／６ 

加熱 
運転電流 A ０．０５／０．０３５ 

消費電力 W ９／６ 

標準冷温水流量 ㎥/h １２．２ 

水圧損失 kPa ８．３ 

機内保有水量 ㎥ ０．０１７ 

最低必要機外保有水量 ㎥ ０．４１ ※ 

水回路制限圧力 ＭPa ０．６８６ 

冷媒制御方式 電子制御弁 

熱交換器 冷温水熱交換器 

凍結防止保護装置 保護サーモ 

配

管

関

係

冷媒 
ガス管 mm φ３１．７５（ろう付） 

液管 mm φ１９．０５（ろう付） 

ドレン配管 Ｒ１ オネジ（２５Ａ） 

冷温水出口配管 Ｒｐ２ メネジ（５０Ａ） 

運転条件 冷却時 加熱時(標準) 加熱時(低温) 

水熱交換器ユニット 水温 出口 7℃ 出口 45℃ 出口 45℃ 

室外側吸込空気温度 35℃ＤＢ 7℃ＤＢ･6℃ＷＢ 2℃ＤＢ･1℃ＷＢ 

※台数制御運転を行わない場合には、０.４１㎥×台数の最低機外保有水量が必要です。

チラーコントローラーで台数制御を行う場合は、台数制御系統ごとに下記の最低機外保有水量で運転可能ですが、

その場合には、台数制御を解除しての個別運転は行えません。

複数台制御台数（台） 2～5 6～10 11～15 

最低必要機外保有水量（㎥） 0.41 0.82 1.23 

最低必要機外保有水量は、機器を保護するために必要な最低水量です。冷温水温度の変動を少なくするためには、

できるだけ多くの保有水量を確保してください。 
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水熱交換器ユニット ４．仕　様

■標準機

 い号プロパン,13A,

 ろ号プロパン,12A1,12A2

スターターモーター

スターター方式

冷媒×封入量

空気吸込口

空気吹出口

冷却運転

加熱運転

高圧

低圧

≪注記≫

１.冷却能力および加熱能力は、JIS B 8613に準じて運転した場合の値です。

・加熱使用可能範囲は、室外側吸込空気温度－20℃DB・－21℃WB以上です。

２.燃料消費量は、総（高位）発熱量基準です。

３.室外ユニットの運転音PWLは、JIS B8627:2015に準じています。SPLは、正面1ｍ・高さ1.5ｍにおける値です。

（無響室換算）   実際に据え付けた場合は、周囲環境影響により異なることがあります。

４.表中では、５０／６０Ｈｚでの値を表します。その他は５０Ｈｚ・６０Ｈｚ共通です。

６.仕様は予告なしに改良などにより変更することがあります。

７.静音モード選択時は、条件によっては、所定の能力を発揮できない場合があります。

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ純正×27

65（63）dB(A)

冷媒ガス管 mm φ31.75(ろう付)

冷媒液管

上面

φ19.05(ろう付)

50V/V%・-35℃

kg

% 98/98

A 30/30

91/93

燃料
消費量

W 30

kW

kW

68.6

72.3

圧
縮
機

指定冷凍機油

冷凍機油封入量

HP-9

L

出口45℃

35℃DB 7℃DB・6℃WB 2℃DB・1℃WB

加熱時（低温）

出口45℃

kW

ドレン用ヒーター W

定格出力

送風装置

塗装色（マンセル記号）

MPa

MPa 4.05
m3/min2.50 定格風量

設計圧力

0.16

HFC[R410A]×11.5

kW

正面・背面

9.9/9.7

燃料ガス配管口 R3/4(ｵﾈｼﾞ）

91/93

1.80/1.80

1.80/1.80

5.5

40

臭気触媒 触媒の種類（貴金属） 酸化触媒(Pt)

460

84（82）

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ×2

0.70×2

排気ドレン口 mm
φ20（外径φ25ﾎｰｽ付属）

（付属ﾎｰｽ長350mm）

配
管
関
係

ｼﾙｷｰｼｪｰﾄﾞ(1Y8.5/0.5)

運転音 
SPL（静音ﾓｰﾄﾞ)

PWL（静音ﾓｰﾄﾞ)

mm

dB(A)

送風機形式

L

46

18.8

パナソニック純正冷却能力 kW

AC/DC変換式DCｽﾀｰﾀｰ

DC12V×2.0kW

840 kW

80.0

71.0

加熱能力 kW 80.0

電源 三相200V

性
能

封入量

質量

定格周波数

冷却水ポンプ定格出力

単相200V

加熱低温能力 kW

A

加熱運転 5.3/5.3A

5.3/5.3 濃度・凍結温度
エンジン
冷却水

種別×封入量Hz 50/60

品 番 Ｕ－ＧＨ８５０Ｔ２Ｄ

外
形
寸
法

高さ mm 2,228

L 2.488奥行 mm 1,000(+80) 排気量エ
ン
ジ
ン

ガス種
幅 mm 2,026

kg

L
潤滑油

種類

定格出力

水熱交換器ﾕﾆｯﾄ水温

室外側吸込空気温度

消費電力

力率

冷却運転

加熱運転

冷却運転

加熱運転

電
気
特
性

始動電流

冷却時

kW 1.80/1.80

kW 1.80/1.80

冷却運転

運転条件

98/98

加熱時（標準）

出口7℃

%

ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀｰ

運転電流
9.9/9.7
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水熱交換器ユニット ４．仕　様

■ハイパワー

 い号プロパン,13A,

 ろ号プロパン,12A1,12A2

電源

SPL（静音ﾓｰﾄﾞ)

PWL（静音ﾓｰﾄﾞ)

始動電流

塗装色（マンセル記号）

高圧

低圧

≪注記≫

１.冷却能力および加熱能力は、JIS B 8613に準じて運転した場合の値です。

・加熱使用可能範囲は、室外側吸込空気温度－20℃DB・－21℃WB以上です。

２.燃料消費量は、総（高位）発熱量基準です。

３.室外ユニットの運転音PWLは、JIS B8627:2015に準じています。SPLは、正面1ｍ・高さ1.5ｍにおける値です。

（無響室換算）   実際に据え付けた場合は、周囲環境影響により異なることがあります。

４.表中では、５０／６０Ｈｚでの値を表します。その他は５０Ｈｚ・６０Ｈｚ共通です。

６.仕様は予告なしに改良などにより変更することがあります。

７.静音モード選択時は、条件によっては、所定の能力を発揮できない場合があります。

水熱交換器ﾕﾆｯﾄ水温 出口7℃ 出口45℃

室外側吸込空気温度 35℃DB 7℃DB・6℃WB 2℃DB・1℃WB

W 30

運転条件 冷却時 加熱時（標準）

圧
縮
機

指定冷凍機油 HP-9

種類

加熱時（低温）

出口45℃

設計圧力
MPa 4.05
MPa 2.50

永久磁石界磁形
三相同期発電機

冷凍機油封入量 L 5.5

ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀｰ

臭気触媒 触媒の種類（貴金属） 酸化触媒(Pt)

発電機

容量 kW 2.0

燃
料
消
費
量

冷却運転
発電時 kW 70.7

ドレン用ヒーター
加熱運転

発電時 kW 74.4

非発電時 kW 72.3

定格風量 m
3
/min 460

W 40

非発電時 kW 68.6 kW 0.70×2

φ20（外径φ25ﾎｰｽ付属）
（付属ﾎｰｽ長350mm）

dB(A) 65（63）加熱
運転

発電時 % 98/98 82/82

送風装置

送風機形式

冷却
運転

発電時 % 98/98 82/82

非発電時 % 98/98 80/80

A 30/30

定格出力

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ×2

燃料ガス配管口非発電時 kW 1.80/1.80 1.80/1.80

排気ドレン口

力率

消費電力

冷却
運転

発電時 kW 0.98/0.98 0.98/0.98

配
管
関
係

冷媒ガス管非発電時

非発電時 % 98/98 79/80
運転音 

mm

空気吸込口 正面・背面非発電時 A 5.3/5.3 11.4/11.3

空気吹出口 上面

φ31.75(ろう付)kW 1.80/1.80 1.80/1.80

冷媒液管 mm φ19.05(ろう付)

R3/4(ｵﾈｼﾞ）

mm

発電時 kW 0.98/0.98

発電時 A 2.9/2.9 6.0/6.0

定格周波数 Hz 50/60

電
気
特
性

6.0/6.0発電時 A 2.9/2.9
運転電流

冷却
運転

加熱
運転

加熱
運転

0.98/0.98

冷却水ポンプ定格出力 kW 0.16非発電時 A 5.3/5.3 11.3/11.3

冷媒×封入量 kg HFC[R410A]×11.5

エンジン
冷却水

種別×封入量 L ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ純正×27

三相200V 単相200V

濃度・凍結温度 50V/V%・-35℃

DC12V×2.0kW

加熱能力 kW 80.0

スターター方式 AC/DC変換式DCｽﾀｰﾀｰ

性
能

冷却能力 kW 71.0

スターターモーター加熱低温能力 kW 80.0

潤滑油
種類 パナソニック純正

質量 kg 855

封入量 L 46

ガス種

dB(A) 84（82）

品 番 Ｕ－ＧＺ８５０Ｔ２Ｄ

ｼﾙｷｰｼｪｰﾄﾞ(1Y8.5/0.5)

L 2.488

幅 mm 2,026

定格出力 kW 18.8

外
形
寸
法

高さ mm 2,228

エ
ン
ジ
ン

排気量奥行 mm 1,000(+80)
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水熱交換器ユニット ４．仕 様

（２）外形寸法図

水熱交換器ユニット
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水熱交換器ユニット ４．仕 様  
（３）冷却・加熱使用可能温度範囲 

●冷却時 

 

              

              

              

              

              

              

              

              

 

 

 

●加熱運転 

 

              

  

 

            

              

              

              

              

              

              

 

 

 

注）１．冷却運転時、冷水出口温度を５℃未満にする場合は、必ず所定温度のブラインを使用して下さい。 

２．冷却運転開始時は、冷水出口温度が１５℃より多少高くても運転できます。 

加熱運転開始時は、温水出口温度が３５℃より低くても運転できます。 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

（４）能力特性 

標準機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（冷却時） 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（ブライン仕様）  
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（加熱時） 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

 

ハイパワーマルチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（冷却時） 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（ブライン仕様） 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

水熱交換器ユニット能力・ガス消費量（加熱時） 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様  
（５）ＧＨＰチラーの能力補正について 
 

チラーの場合の能力算出方法は下記のようになります｡ 

①冷却能力 

冷却能力＝定格冷却能力×冷水出口温度による能力補正比 注１ 

×(配管長能力補正比 注２×冷水出口温度による配管長能力補正比 注３) 

 

②加熱能力 

加熱能力＝定格加熱能力×温水出口温度による能力補正比 注１×配管長能力補正比 注２ 

 

注１:設備設計ガイドの性能特性グラフから読み取ります｡ 

注２:冷媒配管長による能力変化率から値を読み取ります｡ 

注３:冷水出口温度による配管長能力補正のグラフから値を読み取ります｡ 

※チラーの場合、配管長による能力補正は冷水温度の影響を受けますので、一般空調用で使用している 

能力変化率に冷水出口温度による補正を掛けます。 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様  
＜冷媒配管長：９０ｍ（相当長）以下の場合＞   

 

 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

《冷房》 

《暖房》 

使用限界 

室内ユニット・ 
水熱交換器ユニット 

室内ユニット・ 
水熱交換器ユニット 

室内ユニット・ 
水熱交換器ユニット 

室内ユニット・ 
水熱交換器ユニット 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様  
＜冷媒配管長：９０ｍ（相当長）超の場合＞  

 

 

 

室内ユニット・ 
水熱交換器ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 
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水熱交換器ユニット ４．仕 様  
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水熱交換器ユニット ５．耐塩害仕様  
（１）耐塩害仕様室外機は、日本冷凍空調工業会標準規格ＪＲＡ９００２－1991(空調機器の耐塩害

試験基準)に基づいています。 

 

（２）「ＪＲＡ耐塩害仕様」・「ＪＲＡ耐重塩害仕様」の選定の目安 

標準仕様は亜鉛被膜による防食性を有し、塗料との密着性を改善した溶融亜鉛メッキ鋼板(亜鉛鉄板)の使

用等により、すぐれた耐食性を発揮します。 

しかし、設置場所の多様化に伴い標準仕様のままでの対応の難しいケースも増えています。 

このため、次のような設置場所で使用する場合には、さらに耐食性を向上させた「ＪＲＡ耐塩害仕様」又

は「ＪＲＡ耐重塩害仕様」をご使用ください。 

＜設置場所＞ 

① 海岸線に隣接し、塩害を受けやすい場所 

② 海岸線の工業地帯で塩害や煙害を受けやすい場所 

③ 工業地帯ではないがゴミ焼却炉等の煙害を受けやすい場所 

④ 交通渋滞地域で排気ガスの影響を受けやすい場所 

⑤ 温泉地帯の硫化ガスの多い場所 

⑥ 燃焼器の排気を吸込む場所 

 

●ＪＲＡ ９００２では適用の方法として下記の様に記載されています。 

「ＪＲＡ耐塩害仕様」適用：潮風にはかからないがその雰囲気にあるような場所に設置する。 

 

 

 

 

 

 

「ＪＲＡ耐重塩害仕様」適用：潮風の影響を受ける場所に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）空調機器の耐塩害試験基準（ＪＲＡ ９００２）について 

＜適用範囲＞ 

ＪＲＡ ９００２(空調機器の耐塩害試験基準）は、室外に設置される空調機器の外郭を構成する部品の

金属素地上、主として防食及び装飾の目的で塗装する部品の塗膜の試験方法について規定しています。 

＜試験項目と試験時間＞                                          （単位：時間） 

 

 

 

＊評価基準詳細についてはＪＲＡ９００２－１９９１を参照してください。 
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水熱交換器ユニット ５．耐塩害仕様  
＜据付上のご注意＞ 

本仕様品を使用した場合でも、発錆に対して万全ではありません。 

機器の設置やメンテナンスに際しては、下記の点に留意してください。 

ＪＲＡ９００２にも記載されておりますが、本仕様品を使用された場合でも下記のような配慮が必要です｡  

①海水飛沫及び塩風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置すること。 

（波しぶき等が直接かかる場所への設置は避ける。） 

②外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるように配慮（例えば室外ユニットには 

日除け等を取り付けない）すること。 

③室外ユニット底板内への水の滞留は、著しく腐食作用を促進させるため、底板内の水抜け性を損なわな

いように傾き等に注意すること。 

④海岸地帯の据付品については、付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行うこと。 

⑤据え付け、メンテナンス等に付いた傷は、補修すること。 

⑥機器の状態を定期的に点検すること。（必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施する。） 

⑦基礎部分の排水性を確保すること。 

 

（４）耐塩害仕様機種は次のラベルを貼付しています 

ＪＲＡ耐塩害仕様機種ラベル    ＪＲＡ耐重塩害仕様機種ラベル 

 

Ｉ－22



水熱交換器ユニット ５．耐塩害仕様  
（５）水熱交換器ユニット耐塩害仕様表面処理一覧 

部 品 名 称 素  材 

標   準   仕   様 

塩   害   仕   様 

重  塩  害  仕  様 

外 

装 

・ 

枠 

組 

 

外装パネル 溶融亜鉛メッキ鋼板 ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 40μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 120μm以上 

底フレーム 熱間圧延鋼板 カチオン電着塗装＋アクリル焼付塗装    膜厚 35μm以上 

カチオン電着塗装＋アクリル焼付塗装    膜厚 65μm以上 

カチオン電着塗装＋アクリル焼付塗装    膜厚 95μm以上 

固定金具 溶融亜鉛メッキ鋼板 処理なし 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

支柱 溶融亜鉛メッキ鋼板 処理なし 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

電 

装 

電装箱 溶融亜鉛メッキ鋼板 ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 40μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

ポリエステル粉体焼付塗装         膜厚 80μm以上 

基板  防湿剤塗布 

防湿剤塗布 

防湿剤塗布 

ネジ・ビス類 鉄・ステンレス ジオメット処理またはメッキ・ステンレス 

ジオメット処理またはメッキ・ステンレス 

ジオメット処理またはメッキ・ステンレス 
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水熱交換器ユニット ６．制 御  

 

（１）水熱交換器ユニットコントロール基板 

 

 

 
 

 

 

 

Ｎo 名 称 Ｎo 名 称 

ス イ ッ チ コ ネ ク タ 

1 終端スイッチ（SW012） 13 水熱交換器冷媒入口センサー（CN013） 

2 冷水温度設定スイッチ（SW002・003:COOL） 14 水熱交換器冷媒出口センサー（CN014） 

3 温水温度設定スイッチ（SW004・005:HOT） 15 水熱交換器凍結防止センサー１（CN017） 

4 通信アドレススイッチ（SW006:AD） 16 冷温水出口センサー（CN012） 

5 並列スイッチ（SW007：FUN） 17 冷温水入口センサー（CN011） 

6 室外ユニットアドレススイッチ（SW0014：UNIT-AD） 18 電源コネクタ（CN001・002・003・004） 

7 設定スイッチ（SW001） 19 電動弁コネクタ（CN024・025・026） 

8 特殊スイッチ（SW008：SP） Ｌ Ｅ Ｄ 

9 異常リセットスイッチ（SW013） 20 設定異常表示（LED011） 

10 遠方手元切替スイッチ（SW011） 21 凍結異常表示（LED010） 

11 冷却／加熱切替スイッチ（SW010） 22 センサー異常表示（LED009） 

12 手元運転／停止スイッチ（SW009） 23 通信異常表示（LED008） 

  24 インターロック異常（LED007） 

  25 起動確認表示（LED021） 

  26 加熱表示（LED022） 
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水熱交換器ユニット ６．制 御 
 
（２）電気配線図 

      水熱交換器ユニット 
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
（３）異常の表示内容 
 
●リセット方法［①から④まで共通］：異常要因除去後自動復帰またはリセットボタン 
 

①センサー異常（水熱交換器ユニット側で判断） 

1)水熱交換器ユニット冷媒入口温度センサー異常［Ｆ０１］ 

・検出方法：断線（３３０Ω≦Ｒ）または短絡（３０Ω≧Ｒ） 

2)水熱交換器ユニット凍結防止センサー異常［Ｆ０２］ 

・検出方法：断線（３３０Ω≦Ｒ）または短絡（３０Ω≧Ｒ） 

3)水熱交換器ユニット冷媒出口温度センサー異常［Ｆ０３］ 

・検出方法：断線（３３０Ω≦Ｒ）または短絡（３０Ω≧Ｒ） 

4)冷温水入口センサー異常［Ｆ１０］ 

・検出方法：断線（２６８４．８Ω≦Ｒ）または短絡（１７７９．２Ω≧Ｒ） 

5)冷温水出口センサー異常［Ｆ１１］ 

・検出方法：断線（２６８４．８Ω≦Ｒ）または短絡（１７７９．２Ω≧Ｒ） 
 

②シリアル通信異常、誤設定（水熱交換器ユニット、リモコン側で判定） 

1)リモコン受信不良［Ｅ０１］ 

・検出方法：自機宛の通信が約３分間無い 

2)水熱交換器ユニットがリモコンからの受信不良［Ｅ０３］ 

・検出方法：自機宛の通信が約３分間無い 

3)水熱交換器ユニットが室外側からの受信不良［Ｅ０４］ 

・検出方法：自機宛の通信が約３分間無い 

4)水熱交換器ユニットが室外側への送信不良［Ｅ０５］ 

・検出方法：自機が送った通信を約３分間自機が読めない 

5)水熱交換器ユニット側からの受信不良［Ｅ０６］ 

・検出方法：自機宛の通信が約３分間無い 

6)水熱交換器ユニット側への送信不良［Ｅ０７］ 

・検出方法：自機宛の通信が約３分間無い 

7)水熱交換器ユニットアドレス重複設定［Ｅ０８］ 

・検出方法：自機以外に自機と同じ室内ユニットアドレスのユニットが存在する 

8)水熱交換器ユニットがリモコンヘの送信不良［Ｅ１３］ 

・検出方法：自機が送った通信を約３分間自機が読めない 
 

③誤設定・未設定（水熱交換器ユニット側で判定） 

1)水熱交換器ユニット設定不良［Ｌ１６］ 

・検出方法：仕様範囲外の（設定温度、チラー／水、シフト）スイッチ設定をした 

2)水熱交換器ユニット並列アドレス重複（ＲＳ４８５通信使用時）［Ｌ１９］ 

・検出方法：自機以外に自機と同じ並列アドレスのユニットが存在する 
 

④その他警報（水熱交換器ユニット側で判定） 

1)フロースイッチ異常［Ｐ０９］ 

・検出方法：冷温水ポンプ運転信号が出力されていない中で１分間以上連続でインターロックのＯＮを 

検出した 

2)水熱交換器ユニット凍結異常［Ｐ１１］ 

・検出方法：室外ユニット運転中に凍結防止センサー、冷温水出入口センサーまたは冷媒出口センサーが  

凍結防止温度を検出した 

3)水熱交換器ユニットインターロック異常［Ｐ２３］ 

・検出方法：冷温水ポンプ運転指令後１分間インターロックがＯＮにならない、または冷温水ポンプ  

運転指令中にインターロックがＯＦＦになった 

4)水熱交換器ユニット不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）異常［Ｆ２９］ 

・検出方法：正常書込不能 
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
（４）チラーリモコン（ＣＺ－１０ＲＴＣ１） 

 

 

 

  
🔴🔴取扱説明書のページは右下、左下にあるページを参照してくだい。 
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  

 

  
🔴🔴 取扱説明書のページは右下、左下にあるページを参照してくだい。 
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
仕様・外形寸法図 
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水熱交換器ユニット ６．制 御

（５）チラーコントローラー（ＣＺ－１０ＲＴ１５Ｇ）
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ６．制 御  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  
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水熱交換器ユニット ７．据付工事要領  

 

 
■参考資料 冷凍空調機器用水質基準ガイドライン（JRA-GL 02-1994） 

 
 

 

項  目(1) (6) 

冷  水  系 
温  水  系(3) 

傾  向(2) 
 低位中温水系 高位中温水系 

 
循環水 

「20℃以下」 
補給水 

循環水 

「20℃を超え

60℃以下」

補給水 

循環水 

「60℃を超え

90℃以下」

補給水 腐食 
スケール

生成 

基 

準 

項 

目 

pH(25℃) 6.8～8.0 6.8～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 7.0～8.0 ○ ○ 

電気伝導率(mS/m)(25℃) 

        {μS/cm}(25℃)(1) 

40 以下 

{400 以下} 

30 以下

{300 以下}

30 以下

{300 以下}

30 以下

{300 以下}

30 以下

{300 以下}

30 以下 

{300 以下} 

○ ○ 

塩化物ｲｵﾝ(mgCl-/) 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 30 以下 30 以下 ○  

硫酸ｲｵﾝ(mgSO4
2-/) 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 30 以下 30 以下 ○  

酸消費量(pH4.8)(mgCaCO3/) 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下  ○ 

全硬度(mgCaCO3/) 70 以下 70 以下 70 以下 70 以下 70 以下 70 以下  ○ 

ｶﾙｼｳﾑ硬度(mgCaCO3/) 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下 50 以下  ○ 

ｲｵﾝ状ｼﾘｶ(mgSiO2/) 30 以下 30 以下 30 以下 30 以下 30 以下 30 以下  ○ 

参 

考 

項 

目 

鉄(mgFe/) 1.0 以下 0.3 以下 1.0 以下 0.3 以下 1.0 以下 0.3 以下 ○ ○ 

銅(mgCu/) 1.0 以下 0.1 以下 1.0 以下 0.1 以下 1.0 以下 0.1 以下 ○  

硫化物ｲｵﾝ(mgS2-/) 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと ○  

ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ(mgNH4/) 1.0 以下 0.1 以下 0.3 以下 0.1 以下 0.1 以下 0.1 以下 ○  

残留塩素(mgCl/) 0.3 以下 0.3 以下 0.25 以下 0.3 以下 0.1 以下 0.3 以下 ○  

遊離炭酸(mgCO2/) 4.0 以下 4.0 以下 0.4 以下 4.0 以下 0.4 以下 4.0 以下 ○  

安定度指数 － － － － － － ○ ○ 

 

 

項  目(1) (6) 

冷  却  水  系(4) 
傾  向(2) 

 循環式 一過式 

 
循環水 補給水 一過水 腐食 

スケール

生成 

基 

準 

項 

目 

pH(25℃) 6.5～8.2 6.0～8.0 6.8～8.0 ○ ○ 

電気伝導率(mS/m)(25℃) 

        {μS/cm}(25℃)(1) 

80 以下 

{800 以下} 

30 以下

{300 以下}

40 以下

{400 以下}

○ ○ 

塩化物ｲｵﾝ(mgCl-/) 200 以下 50 以下 50 以下 ○  

硫酸ｲｵﾝ(mgSO4
2-/) 200 以下 50 以下 50 以下 ○  

酸消費量(pH4.8)(mgCaCO3/) 100 以下 50 以下 50 以下  ○ 

全硬度(mgCaCO3/) 200 以下 70 以下 70 以下  ○ 

ｶﾙｼｳﾑ硬度(mgCaCO3/) 150 以下 50 以下 50 以下  ○ 

ｲｵﾝ状ｼﾘｶ(mgSiO2/) 50 以下 30 以下 30 以下  ○ 

参 
考 

項 

目 

鉄(mgFe/) 1.0 以下 0.3 以下 1.0 以下 ○ ○ 

銅(mgCu/) 0.3 以下 0.1 以下 1.0 以下 ○  

硫化物ｲｵﾝ(mgS2-/) 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと ○  

ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ(mgNH4/) 1.0 以下 0.1 以下 1.0 以下 ○  

残留塩素(mgCl/) 0.3 以下 0.3 以下 0.3 以下 ○  

遊離炭酸(mgCO2/) 4.0 以下 4.0 以下 4.0 以下 ○  

安定度指数 6.0～7.0 － － ○ ○ 

 
注） （１）項目の名称とその用語の定義および単位は JIS K 0101 による。なお、｛ ｝内の単位および数値は従来単位によるもので、参考として併記した。 

（２）欄内の○印は腐食またはスケール生成傾向に関係する因子であることを示す。 

（３）温度が高い場合（40℃以上）には、一般に腐食性が著しく、特に鉄鋼材料が何の保護皮膜もなしに水と直接触れるようになっている時は、防食薬

剤の添加、脱気処理など有効な防食対策を施すことが望ましい。 

（４）密閉式冷却塔を使用する冷却水系において、閉回路循環水およびその補給水は温水系の、散布水およびその補給水は循環式冷却水系の、それ

ぞれ水質基準による。 

（５）供給・補給される源水は、水道水（上水）、工業用水および地下水とし、純水、中水、軟化処理水などは除く。 

（６）上記 15 項目は腐食およびスケール障害の代表的な因子を示したものである。 
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水熱交換器ユニット ８．電気工事要領  
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水熱交換器ユニット ８．電気工事要領  
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水熱交換器ユニット ９．付属品と現地手配品 
 
 

《付属書類》 

 

●据付工事説明書（据付編） 

●据付工事説明書（電気工事編） 

●据付工事説明書（試運転編） 

●取扱説明書 
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水熱交換器ユニット １０．重心位置と耐震計算  
（１）据付固定位置と重心位置 

 
 
 
 
 （長手方向） （短手方向） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室外ﾕﾆｯﾄ形式 
据付固定金具位置 重 心 位 置 製品質量 

(kg) Ｌ１ Ｌ２ ＬＧ１ ＬＧ１’ ＬＧ２ ＬＧ２’ ｈＧ 

７１０形 1014 312 555 459 138.5 173.5 414 150 

※耐震計算にはＬＧ１とＬＧ１´、ＬＧ２とＬＧ２´を比べ、小さい値を使用します。 

ＬＧ１ 

ｈG 

Ｌ１ 

Ｇ 

ＬＧ１’ 

ｈG 

ＬＧ２ 

Ｌ２ 

Ｇ 

ＬＧ２’ 

左 側 面 図 正 面 図 
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水熱交換器ユニット １０．重心位置と耐震計算  
（２）アンカーボルトの計算例 

 

[計算による評価方法例]：Ｓ－Ｇ７１０ＷＨＴ１の場合 

 

１．基礎ボルト条件 

 

①ボルト総本数（Ｎ） Ｎ＝  4  本 ················ 現行機種：４本 

 

②ボルト径（Ｄ） Ｄ＝  12  mmとする。 ······· Ｍ１２ボルトの場合 

 

③ボルト断面積（Ａ） Ａ＝πＤ２／４＝  113  mm2 

 

④片側本数：短手方向（ｎ１） ｎ１＝  2  本 ··············· 現行機種：２本 

 

長手方向（ｎ２） ｎ２＝  2  本 ··············· 現行機種：２本 

 

⑤設置工法を「埋込式Ｊ形、ＪＡ形」でスラブ厚さ１５ｃｍとした場合 

基礎ボルト短期許容引張荷重（Ｔａ） Ｔａ＝  11760  Ｎ 

（なお、計算後に設置工法を決めても良い。） 

 

２．検討計算 

 

①設計用水平震度（ＫＨ） ＫＨ＝  1.0   ················ 据付場所：ＫＨ 屋上：1.0 

 地上：0.4 

 

②運転重量（Ｗ） Ｗ＝  1470 Ｎ 

（＝運転質量×9.8） 

 

③水平地震力（ＦＨ） ＦＨ＝ ＫＨ・Ｗ ＝  1470  Ｎ 

 

④重心高さ（ｈＧ） ｈＧ＝  414  mm  

 

⑤鉛直地震力（ＦＶ） ＦＶ＝ＦＨ/2＝  735  Ｎ 

 

⑥重心位置からボルトまでの距離 

＜長手方向＞（ＬＧ１） ＬＧ１＝  459  mm 

＜短手方向＞（ＬＧ２） ＬＧ２＝  138.5  mm 

 

⑦ボルトスパン 

＜長手方向＞（Ｌ１） Ｌ１＝  1014  mm  

＜短手方向＞（Ｌ２） Ｌ２＝  312  mm  

 

⑧基礎ボルト自身の強さ 

＜短期許容引張応力＞（ｆｔ） ｆｔ＝  176  Ｎ／mm２ ········ SS400 の場合ｆｔ：176 

＜短期許容せん断応力＞（ｆｓ） ｆｓ＝  99  Ｎ／mm２ ········· SS400 の場合ｆｓ：132×0.75 
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水熱交換器ユニット １０．重心位置と耐震計算  
⑨基礎ボルト１本辺りの引抜荷重 

＜長手方向＞（Ｒｂ１） Ｒｂ１＝ ＝  134  Ｎ 

 

＜短手方向＞（Ｒｂ２） Ｒｂ２＝ ＝  812  Ｎ 

 

⑩基礎ボルトせん断応力（τ） τ＝ ＝  3.2  Ｎ／mm２ 

 

⑪基礎ボルトの引張応力 

＜長手方向＞（σ１） σ１＝ ＝  1.2  Ｎ／mm２ 

 

＜短手方向＞（σ２） σ２＝ ＝  7.2  Ｎ／mm２ 

 

⑫引張とせん断を同時に受けるボルトの許容引張応力（ｆｔｓ） 

 ｆｔｓ＝1.4・ｆｔ－1.6τ＝  241.2  Ｎ／mm２ 

 

３．判定 

 

①引張荷重 

＜長手方向＞：Ｒｂ１＜Ｔａ  であれば  ＯＫ   Ｒｂ１＝  134  ＜ Ｔａ＝  11760  

＜短手方向＞：Ｒｂ２＜Ｔａ  であれば  ＯＫ   Ｒｂ２＝  812  ＜ Ｔａ＝  11760  

 

②せん断応力 

・τ＜ｆｓ  であれば  ＯＫ   τ＝  3.2  ＜ ｆｓ＝  99  

 

③引張応力 

＜長手方向＞ 

σ１＜ｆｔ ＜ ｆｔ ＝  176.0  

σ１＜ｆｔｓ ＜ ｆｔｓ＝  241.2  

 

＜短手方向＞ 

σ２＜ｆｔ ＜ ｆｔ ＝  176.0  

σ２＜ｆｔｓ ＜ ｆｔｓ＝  241.2  

 

ＦＨ・ｈＧ－（Ｗ－ＦＶ）ＬＧ１ 
Ｌ１・ｎ１ 

ＦＨ・ｈＧ－（Ｗ－ＦＶ）ＬＧ２ 
Ｌ２・ｎ２ 

ＦＨ 

N・A 

Ｒｂ１ 
A 

Ｒｂ２ 

A 

であれば  ＯＫ          σ２＝  7.2  

であれば  ＯＫ          σ１＝  1.2  
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水熱交換器ユニット １１．能力特性  
●機種単位の基礎データ一覧 

７１０形（標準機） 
《冷却特性》 

（単位：％） 

外
気
温
度 

冷水出口温度（℃） 

5.0 7.0 9.0 11.0 13.0 15.0 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

5.0 118.5  87.3  127.3  89.3  135.5  91.6  143.5  93.4  151.4  94.7  156.3  95.5  

10.0 117.1  87.8  126.4  90.2  134.2  92.6  142.6  94.6  150.3  96.2  154.4  97.2  

15.0 114.5  88.7  124.0  91.4  131.4  93.8  139.9  95.9  147.3  97.7  151.4  98.9  

20.0 110.7  90.0  120.2  92.5  127.2  95.0  135.4  97.3  142.3  99.5  147.8  100.6  

25.0 105.7  92.0  114.9  94.4  121.5  96.7  129.1  99.2  135.3  101.5  142.3  102.8  

27.0 103.4  93.1  112.4  95.4  118.8  97.6  126.1  100.1  132.0  102.3  139.3  103.7  

29.0 100.9  94.1  109.7  96.2  115.8  98.7  122.8  101.3  128.3  103.0  135.8  104.6  

31.0 98.2  95.4  106.7  97.3  112.7  99.7  119.3  102.4  124.4  103.8  131.6  105.6  

33.0 95.3  96.7  103.5  98.7  109.3  100.5  115.4  103.4  120.1  104.4  126.8  105.8  

35.0 92.3  98.4  100.0  100.0  105.6  101.7  111.3  103.7  115.5  103.9  121.1  105.3  

37.0 88.0  98.5  95.5  99.8  100.7  101.7  105.6  102.2  109.2  101.8  113.4  102.9  

39.0 83.8  97.5  90.1  98.2  95.8  99.6  100.0  100.0  102.8  99.5  105.6  99.4  

※表中の太枠内はJIS 標準条件 
 
 

《ブライン特性》 
（単位：％） 

外
気
温
度 

ブライン出口温度（℃） 

-15.0 -10.0 -5.0 0 5 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

5.0 68.5  73.4  78.3  75.4  88.2  77.0  103.7  81.0  118.5  87.3  

10.0 67.1  73.8  76.9  75.8  86.8  77.4  102.3  81.4  117.1  87.8  

15.0 64.5  74.6  74.3  76.5  84.2  78.1  99.7  82.2  114.5  88.7  

20.0 60.7  75.4  70.5  77.4  80.4  79.0  95.9  83.2  110.7  90.0  

25.0 55.7  76.9  65.6  78.9  75.4  80.5  90.9  84.8  105.7  92.0  

27.0 53.4  77.9  63.3  79.9  73.1  81.4  88.6  85.7  103.4  93.1  

29.0 50.9  78.6  60.8  80.6  70.6  82.1  86.1  86.5  100.9  94.1  

31.0 48.2  79.8  58.1  81.8  67.9  83.2  83.4  87.7  98.2  95.4  

33.0 45.3  80.9  55.2  82.8  65.0  84.1  80.5  88.7  95.3  96.7  

35.0 42.3  82.5  52.1  84.3  62.0  85.5  77.5  90.1  92.3  98.4  

37.0 39.4  84.2  49.3  85.7  59.2  86.8  74.6  91.4  88.0  98.5  

39.0 36.6  86.1  46.5  87.5  56.3  88.3  71.8  92.9  83.8  97.5  
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水熱交換器ユニット １１．能力特性  
 

《加熱特性》 
（単位：％） 

外気温度 

温水出口温度（℃） 

35 40 45 50 55 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ ℃ＷＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

-20.8 -21 67.4  83.7  72.4  92.3  77.4  100.7  73.8  111.3  58.8  112.7  

-7 -8 70.8  87.9  75.8  96.3  80.8  104.8  77.5  114.1  65.0  117.5  

-5 -5.6 71.8  89.2  76.6  97.5  81.8  105.9  78.8  115.1  66.6  119.0  

-3 -3.7 72.5  90.0  77.5  98.6  82.5  107.0  81.3  115.5  68.8  120.4  

0 -0.7 93.1  95.1  92.5  102.5  93.8  108.6  91.9  116.2  80.0  121.8  

2 1 103.8  97.9  101.9  104.2  100.0  109.2  97.5  116.9  87.5  122.5  

5 4.1 103.8  93.4  101.9  98.6  100.0  103.5  97.5  112.5  87.5  117.6  

7 6 103.8  90.1  101.9  95.8  100.0  100.0  97.5  109.9  87.5  114.8  

9 7.9 108.8  91.5  106.8  97.2  104.9  101.4  100.9  110.8  91.6  114.1  

11 9.8 113.8  93.4  111.6  99.0  109.8  103.2  105.5  111.8  95.8  113.4  

13 11.8 118.8  95.1  116.4  100.7  114.5  104.9  110.0  112.7  100.0  112.7  

※表中の太枠内は JIS 標準条件 
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水熱交換器ユニット １１．能力特性  
 
７１０形（ハイパワー） 
《冷却特性》 

（単位：％） 

外
気
温
度 

冷水出口温度（℃） 

5.0 7.0 9.0 11.0 13.0 15.0 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

5.0 118.5  85.1  127.3  87.1  135.5  89.3  143.5  91.1  151.4  93.1  156.3  93.9  

10.0 117.1  86.5  126.4  88.8  134.2  91.1  142.6  93.0  150.3  94.9  154.4  95.8  

15.0 114.5  88.1  124.0  90.6  131.4  93.0  139.9  95.0  147.3  97.4  151.4  98.5  

20.0 110.7  89.9  120.2  92.3  127.2  94.8  135.4  97.0  142.3  99.5  147.8  100.6  

25.0 105.7  92.2  114.9  94.6  121.5  96.8  129.1  99.2  135.3  101.4  142.3  102.8  

27.0 103.4  93.3  112.4  95.5  118.8  97.6  126.1  100.1  132.0  102.3  139.3  103.6  

29.0 100.9  94.3  109.7  96.3  115.8  98.7  122.8  101.3  128.3  102.9  135.8  104.5  

31.0 98.2  95.6  106.7  97.4  112.7  99.7  119.3  102.4  124.4  103.7  131.6  105.4  

33.0 95.3  96.8  103.5  98.7  109.3  100.5  115.4  103.3  120.1  104.3  126.8  105.6  

35.0 92.3  98.5  100.0  100.0  105.6  101.6  111.3  103.6  115.5  103.8  121.1  105.2  

37.0 88.0  98.5  95.5  99.8  100.7  101.6  105.6  102.1  109.2  101.7  113.4  102.8  

39.0 83.8  97.5  90.1  98.3  95.8  99.6  100.0  100.0  102.8  99.5  105.6  99.4  

※表中の太枠内はJIS 標準条件 
 
 

《ブライン特性》 
（単位：％） 

外
気
温
度 

ブライン出口温度（℃） 

-15.0 -10.0 -5.0 0 5 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

5.0 68.5  71.8  78.3  73.8  88.2  75.6  103.7  79.4  118.5  85.5  

10.0 67.1  72.5  76.9  74.4  86.8  76.4  102.3  80.3  117.1  86.5  

15.0 64.5  73.8  74.3  75.7  84.2  77.8  99.7  81.7  114.5  88.1  

20.0 60.7  75.0  70.5  77.0  80.4  79.2  95.9  83.3  110.7  89.9  

25.0 55.7  77.6  65.6  79.6  75.4  81.1  90.9  85.2  105.7  92.2  

27.0 53.4  78.5  63.3  80.5  73.1  81.9  88.6  86.1  103.4  93.3  

29.0 50.9  79.3  60.8  81.2  70.6  82.7  86.1  86.9  100.9  94.3  

31.0 48.2  80.4  58.1  82.3  67.9  83.7  83.4  88.0  98.2  95.6  

33.0 45.3  81.4  55.2  83.3  65.0  84.6  80.5  89.0  95.3  96.8  

35.0 42.3  83.0  52.1  84.7  62.0  85.9  77.5  90.4  92.3  98.5  

37.0 39.4  84.6  49.3  86.2  59.2  87.2  74.6  91.7  88.0  98.5  

39.0 36.6  86.6  46.5  87.8  56.3  88.7  71.8  93.1  83.8  97.5  
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水熱交換器ユニット １１．能力特性  
 

《加熱特性》 
（単位：％） 

外気温度 

温水出口温度（℃） 

35 40 45 50 55 

能力 
ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 
能力 

ガ ス 

消費量 

℃ＤＢ ℃ＷＢ (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) 

-20.8 -21 67.4  81.7  72.4  90.0  77.4  98.2  73.8  108.5  58.8  109.8  

-7 -8 70.8  85.8  75.8  94.0  80.8  102.2  77.5  111.2  65.0  114.5  

-5 -5.6 71.8  87.0  76.6  95.1  81.8  103.3  78.8  112.2  66.6  116.0  

-3 -3.7 72.5  88.5  77.5  96.9  82.5  105.1  81.3  113.3  68.8  118.1  

0 -0.7 93.1  95.2  92.5  102.5  93.8  108.3  91.9  115.7  80.0  121.2  

2 1 103.8  97.9  101.9  104.1  100.0  108.9  97.5  116.4  87.5  121.9  

5 4.1 103.8  93.6  101.9  98.6  100.0  103.4  97.5  112.2  87.5  117.1  

7 6 103.8  90.4  101.9  95.9  100.0  100.0  97.5  109.6  87.5  114.4  

9 7.9 108.8  91.8  106.8  97.3  104.9  101.4  100.9  110.5  91.6  113.7  

11 9.8 113.8  93.6  111.6  99.0  109.8  103.1  105.5  111.5  95.8  113.0  

13 11.8 118.8  95.2  116.4  100.7  114.5  104.8  110.0  112.3  100.0  112.3  

※表中の太枠内は JIS 標準条件 

 

 

Ｉ－110


	水熱交換器ユニット編
	１．製品構成
	（１）水熱交換器ユニットと室外ユニットの組合せ
	（２）工事要領図

	２．システムの特長
	３．外観図
	４．仕 様
	（１）仕様値表
	（２）外形寸法図
	（３）冷却・加熱使用可能温度範囲
	（４）能力特性
	（５）ＧＨＰチラーの能力補正について

	５．耐塩害仕様
	（１）耐塩害仕様室外機は、日本冷凍空調工業会標準規格ＪＲＡ９００２－1991(空調機器の耐塩害試験基準)に基づいています。
	（２）「ＪＲＡ耐塩害仕様」・「ＪＲＡ耐重塩害仕様」の選定の目安
	（３）空調機器の耐塩害試験基準（ＪＲＡ ９００２）について
	（４）耐塩害仕様機種は次のラベルを貼付しています
	（５）水熱交換器ユニット耐塩害仕様表面処理一覧

	６．制 御
	（１）水熱交換器ユニットコントロール基板
	（２）電気配線図
	（３）異常の表示内容
	（４）チラーリモコン
	（５）チラーコントローラー

	７．据付工事要領
	８．電気工事要領
	９．付属品と現地手配品
	１０．重心位置と耐震計算
	（１）据付固定位置と重心位置
	（２）アンカーボルトの計算例

	１１．能力特性




